
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏号 
2019年 6月３0日発行 

NPO 法人魚沼交流ネットワーク 

7 月  7日 森の学校 遊歩道整備 

8 月  3日 森の学校 木工教室(文化会館合同事業) 

8 月 25日～27日 小出まつり ゴミ収集分別作業 

8 月 27日 踊ろう会 in小出まつり 

9 月  1日 森の学校 遊歩道整備 

9 月 15日 踊ろう会 in堀之内十五夜まつり 

9 月 15日 森の学校 植樹地整備 

9 月 22日 森の学校 遊歩道整備 

9 月下旬   武蔵野市立第一小学校 丸太切り指導 

 

 

4月 14日 響きの森公園清掃活動 

(小出雪まつり実行委員会との協働) 

4月 20日 森の学校 山道具手入れ講習 

4月 27日 森の学校 キノコの菌打ち講習 

4月 25日 理事会 

5月 4日 5日 だんだんど～も只見線沿線元気会議協賛 

「SL 化粧直し」 

5月 12日 森の学校 干溝の森自然観察会 

5月 21日 通常総会開催 

5月 26日 森の学校 植樹地草刈り 

6月  8日 魚沼の企業を学ぼうツアー 

6月  9日 森の学校 干溝の森遊歩道整備 

6月 30日 しねり弁天たたき地蔵まつりごみ分別指導 

 

 

～事業予定～  ～事業報告～  

Photo by：髙野俊治  
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魚沼にもフェスが！？ 
「ＧＩＮＺＡＮ ＦＥＳＴＩＶＡＬ」に潜入取材！！ 

Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｚ
Ａ
Ｎ 

Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｌ
実
行
委
員
会
の
小
堺
大
輔
さ
ん
に
お
話
を
聞

い
て
き
た
。 

普
段
は
東
京
を
中
心
に
お
仕
事
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
会
社
の
代
表
。
銀
山
に
は
20

年
来
つ
り
等
で
家
族
や
友
人
と
通
っ
て
来
て
い
る
。
こ
の
雄
大
な
自
然
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
体
験
し
て
も
ら
い
た
い
と
か
ね
て
よ
り
思
っ
て
い
て
、
地
元
の
人
た
ち
と
相
談

し
な
が
ら
、
昨
年
10
月
の｢

Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｚ
Ａ
Ｎ 

Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｌ
２
０
１
８｣

の
実
現

に
至
っ
た
と
の
こ
と
。
特
に
、
イ
ヌ
ワ
シ
の
生
息
地
で
も
あ
り
環
境
保
護
の
面
で
は
気

を
使
っ
て
準
備
・
開
催
し
て
い
る
。
２
回
目
の
今
年
は
６
月
８･

９
日
の
２
日
間
、
参
加

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
も
多
く
規
模
も
大
き
な
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
会
場
も
銀
山
平
キ

ャ
ン
プ
場
か
ら
、
艇
庫
で
の
ク
ラ
ブ
の
よ
う
な
コ
ン
サ
ー
ト
や
船
着
場
付
近
に
設
置
さ

れ
た
湖
上
ス
テ
ー
ジ
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
湖
上
に
舞
台
を
設
置
し

て
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
現
実
化
す
る
の
は
天
候
的
な
も
の
や
技
術
的
な
こ
と
も
大
変
難

し
く
今
ま
で
に
な
い
試
み
。
日
本
発
、
世
界
初
か
も
知
れ
な
い
、
そ
れ
だ
け
珍
し
い
。

海
外
で
は
、
こ
の
よ
う
な
雄
大
な
自
然
の
中
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
多
く
行
わ
れ
て
い
て

た
く
さ
ん
の
人
々
が
訪
れ
楽
し
ん
で
い
る
。
外
国
人
向 

き
で
も
あ
る
の
で
発
信
し
て
い
き
た
い
。
こ
の
銀
山
の 

自
然
は
海
外
の
そ
れ
ら
に
匹
敵
す
る
し
そ
れ
以
上
と
も 

思
っ
て
い
る
の
で
、
多
く
の
人
に
こ
の
湖
や
自
然
を
知
っ
て
体
験
し
て
も
ら
い
た
い
。

ま
た
、
現
在
来
場
者
は
地
元
の
人
が
少
な
く
推
測
八
割
く
ら
い
は
県
外
な
の
で
、
将
来

的
に
は
半
分
く
ら
い
は
地
元
の
人
た
ち
と
な
る
よ
う
に
も
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。 

今
後
も
こ
の
Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｌ
は
し
て
い
き
た
い
し
、
道
中
の
シ
ル
バ
ー
ラ
イ
ン

で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
考
え
実
現
し
て
い
け
た
ら
と
も
考
え
て
い
る
。 

今
回
会
場
は
大
き
く
２
つ
に
分
か
れ
、
キ
ャ
ン
プ
場
会
場
で
は
飲
食
ブ
ー
ス
が
設
け

ら
れ
、
軽
快
な
音
楽
の
中
皆
が
飲
ん
だ
り
食
べ
た
り
し
て
い
る
。 

銀
山
平
船
着
場
近
く
に
設
置
さ
れ
た
舞
台
で
は
音
響
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
、
３
時
過

ぎ
頃
か
ら
、
船
着
場
に
コ
ン
サ
ー
ト
へ
の
来
場
者
が
集
ま
っ
て
来
始
め
た
、
艇
庫
か
ら

続
く
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
地
面
に
思
い
思
い
座
り
、
そ
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
聞
き
な
が
ら
静

か
に
待
っ
て
い
る
。
時
間
に
な
り
湖
上
か
ら
の
鑑 

賞
者
の
遊
覧
船
へ
の
乗
船
が
始
ま
り
、
船
も
移
動 

し
て
い
く
。
湖
上
舞
台
近
く
の
ボ
ー
ト
で
の
鑑
賞 

者
の
移
動
も
終
わ
り
、
少
し
予
定
時
間
を
過
ぎ
て 

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
始
。 

最
初
は
三
味
線
の
久
保
田
さ
ん
、
太
鼓
の
山
本 

さ
ん
、
両
者
の
コ
ラ
ボ
と
続
く
。
三
味
線
も
太
鼓 

も
湿
気
を
嫌
う
楽
器
で
そ
れ
を
敢
え
て
湖
上
で
演 

奏
し
て
い
く
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
だ
。
続
い
て
元 

ち
と
せ
さ
ん
の
熱
唱
に
。
湖
上
と
湖
畔
か
ら
の
歓 

声
が
沸
く
。
日
が
暮
れ
る
ま
で
の
熱
狂
的
な
ひ
と 

時
だ
。 

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
銀
山
に
行
っ
た
ら
、
大
き
な 

自
然
の
中
で
大
き
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
わ
れ 

て
い
た
。
実
行
委
員
会
の
小
堺
さ
ん
に
も
熱
く
語 

っ
て
も
ら
っ
た
。
来
年
に
も
期
待
す
る
思
い
で
い 

っ
ぱ
い
だ
。 

 

記 

佐
藤 

鈴
子 

小堺大輔さん 

湖上ステージ→ 
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「フクジュソウの交配・育種を本格的に取り組みたい!!」との思いから、折立又新田 

に移住して、早くも３年が経過しました。 

２月初旬から３月には、自宅裏のハウス内で交配作業に取り組んでいます。交配作業 

を行うにあたっては、雌しべを使用する株（結実させる株）と、雄しべ（花粉）を利用 

する株の開花のタイミングを合わせることが重要なポイントとなりますが、当地では自 

然環境（あまりあるほどの「雪」）を利用して開花調整を行うことが出来ますので、通 

常では交配自体が難しい早咲き品種と遅咲き品種の交配などにも、容易に取り組むこと 

が可能になっています。 

当地へ移住してから交配したものは、開花までにもう２～３年を要しますが、以前交 

配を行い育てているものは、少しずつですが初花を見られるようになってきました。中 

には「おっ」というようなものもあり、それらの花が園芸誌で紹介されたこともあって 

か、開花時期には県外（東京・埼玉・長野など）の愛好家からも販売の問い合わせや来 

訪を受けるようになっています。（まだほんの少しですが…） 

ほんの少しの手間と発想の転換で、魚沼の自然環境を活かすことの出来る「面白いこ 

と」を考えながら、この時期（６月）はフクジュソウ播種作業の真っ最中です。 

素のチカラ 
※地域が元気になる活動をしている人や団体を 

ありのままの魚沼の魅力と捉え、紹介します！ 

「魚沼の自然環境を活かす フクジュソウ」 

折立又新田 金井 淳 

 
 

 

魚沼市小出郷文化会館で3日間ジャズ漬けになって取組む『Summer Jazz Seminar＠魚沼』は、今年で11年目を迎えます。こ

れだけ継続してこれたのは、「魚沼」だったことが大きいと感じています。八海山などの山々を望む美しい大自然に囲まれた

環境で非日常に身を置き、2泊3日、地域や世代を超えた仲間とともに寝食を共にして美味しいコシヒカリや温泉を楽しみ、ト

ップミュージシャンである講師陣の充実した講義を満喫できると毎年大変好評をいただいています。 

小出郷文化会館での開催にあたっては、魚沼市にもご協力をいただきました。この会館は、ホールが大小2つあり、音楽練

習室もあります。ピアノも世界三大名器と言われるベヒシュタインやスタンウェイがあるのです。会館前には美しい山々と広

大な芝生の広場が広がり、野外でも自由に楽器の練習ができるという、何とも贅沢な環境で音楽に取組めることが最大の魅力

です。 

受講者は「また魚沼で会おう！」を合言葉に、地元魚沼や新潟県内、首都圏のみならず、石川、神戸、大阪、広島、昨年は

北海道や大分と全国各地からご参加いただきました。セミナー最終日には地元の方々に気軽にジャズを聴き楽しんでいただく

ために、「サマー・ジャズ・フェスティバル＠魚沼」を開催し 

ています。受講生の成果発表とともに講師による演奏、そして 

講師・受講生・地元高校生（吹奏楽部）がひとつのオーケスト 

ラを組み音楽的交流もしています。 

小出高校吹奏楽部で講師が事前にクリニックを実施し、上記 

コンサートで一緒に演奏していますが、吹奏楽部のみんなも毎 

年恒例行事として楽しみにしてくれていると聞き、とても嬉し 

く思っています。 

ジャズセミナーは、各種楽器、ヴォーカルでの受講や聴講が 

可能です。また、ジャズの生演奏を聴いてみたいという方は、 

9月8日（日）の「サマー・ジャズ・フェスティバル＠魚沼」 

にぜひお気軽にお越しください。お待ちしております。 

 

 

 

 

 

「また魚沼で会おう！」が合言葉に！『サマージャズセミナー＠魚沼』開催 
ベースフェイス 牧野 孝子 
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打楽器 

エンターテイメント 

ファンカッション 

 

7月 12日(金) 

開場 18：30 

開演 19：00 

魚沼北中学校 

体育館(旧守門中学校) 

一般 ￥2,000 

高校生以下 ￥1,000 

当日 ￥500増し 

 

 

よしもと 
お笑いまつり 
In 魚沼 2019 

 
 

 

7 月 14 日(日) 

開場 18：15 

開演 19：00 

魚沼市小出郷文化会館 

大ホール 

前売￥3,500 

当日￥4,000 

出演者…中川家・おば

たのおにいさん他 

魚 沼 映 画 の 専 門 店

VOL.152 

なつかしの日本映画 

 

7 月 23 日(火)～ 

26 日(金) 

魚沼市小出郷文化会館 

小ホール 

￥500(全席自由) 

 

～上演作品～ 

・羅生門 

・天国と地獄 

・酔いどれ天使 

・わが青春に悔いなし 

～展示会放浪記  その 2～  
 

企業は景気の波に乗り遅れまいと技術開発に必死である。その最先端技術の一部を見れるのが展

示会。こんな最先端製品・技術が弊社にはあるのですよと売り込む一方で、その製品情報がむやみ

に知られては困ると、非常に神経質になって取材を断る企業があるのも展示会。飛び込みの取材は

結構断れてしまう。さて自動車の EV 化・自動運転化のビッグウエーブの他にもう一つ多くの企業が

しのぎを削っているのが５G（ごじーor ファイブジー）と呼ばれる第 5 世代移動通信システム通信。

日本での商用化は東京オリンピックの 2020 年。東京オリンピックは５G 導入へ最高の火付け役に

なるだろう。当然ながら新しい技術を使っているので、新たな開発設備、製造設備、部品（パーツ）、

利用環境の整備、スマフォの買い替え等、５G への移行は企業にとって正にビッグウエーブだ（ちな

みに経済効果は 30 兆円以上になるとか…）。展示会で５G の話題は多い。昨年末に開始した４K、

８K 放送とも関係が深い。５G の設備が世界で一番進んでいると言われている中国企業の HUAWEI。

トランプ大統領が危機感をアピールしているが、それくらい５G への移行は影響力が大きい。今後

５G 機器への買い替え CM が魅力たっぷりに放映されるだろう。皆さんはその魅力に負けないよう

慎重に判断された方が良いと思う。５G は通信速度が格段に速くなる（4G の 100 倍くらい）一方で

利用者の基本料金が上がるだろうから。 

記 大平 明 

発行：NPO 法人魚沼交流ネットワーク 

住所：〒946-0023 魚沼市干溝 1848-1(魚沼市小出郷文化会館内) 

電話：025-792-1336 

FAX：025-792-6776 

Mail：npo@uonumakara.com 

URL: http://www.uonumakara.com/npo/ 

Facebook：https://www.facebook.com/npouonuma/ 

文化会館 Instagram はじめました！！ 

アカウント→uonuma_kbk8811      画像スキャンで登録可能です↑ 

  

～編集後記～ 
今回取材をさせてもらい

ました「GINZANFESTIVAL」

は、ほとんどが県外からの

若者が参加しており、魚沼

市なのに都会のフェスに来

たような不思議な感覚でし

た！来年も楽しみです♪ 

 

 

 

2019年 8月 21日(水)～25日(日) 

美しいピアノの音色を聴ける贅沢な 1 週間を魚沼でお楽しみ下さい♪ 

詳細はチラシ又はＨＰにてチェック☆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今期、事務局に届いた写真の中から素敵な 1 枚をご紹介！ 

 今回は「青色 LED」は犯罪者の犯罪意欲を減退させるとい

う事から、防犯活動を行っている魚沼市浦町の写真。 

写真が届きましたよ♪ 
事務局よりお知らせ 

 

 

6/8 魚沼の企業を学ぼうツアー 

ツアーに参加した方からの感想

を一言いただきました。 

～以下、参加者の声～ 

・障がい者雇用を頑張っている

会社だった。ありがたい。 

・魚沼の水がとても重要だとい

うことが分かった。 

・昼食が薄味だがバランスよく

健康的で美味しかった。 

参加者の皆さん有難うございま

した！ 

ルドルフ・マイスター教授による ピアノ音楽合宿 2019 

クラシック ウィーク 開催決定！ 

ＨＰはコチラから↑ 


